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祝
祭
日
に
は
国
旗

を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　

岡
山
県
の
西
南
端
、
笠
岡
市
茂
平
に
鎮
座

す
る
八
幡
神
社
の
例
祭
は
、
秋
と
は
い
え
ま

だ
ま
だ
暑
い
十
月
最
初
の
日
曜
日
。
神
事
の

後
、
御
霊
が
神
輿
に
遷
さ
れ
る
や
、
担
ぎ
手

等
に
よ
っ
て
神
輿
は
高
く
持
ち
上
げ
ら
れ
、

「
テ
ン
ジ
ョ
じ
ゃ
！
テ
ン
ジ
ョ
じ
ゃ
！
」
の

声
が
町
中
に
響
き
渡
る
。
こ
れ
か
ら
本
殿
の

周
り
を
三
周
し
、
一
日
か
け
て
町
内
を
巡
行

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
担
ぎ
手
等
は
氏
子
を

四
つ
の
地
区
に
分
け
て
当
番
制
を
敷
い
て
い

る
。
四
年
に
一
度
の
当
番
に
お
祭
り
漢
の
血

が
騒
ぐ
の
で
あ
る
。

　

元
々
海
辺
の
村
で
あ
っ
た
茂
平
で
は
、
例

祭
に
出
さ
れ
る
神
輿
も
そ
れ
に
相
応
し
い
船

の
形
を
し
た
神
輿
で
あ
る
。
現
存
の
神
輿
は

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
笠
岡
で
丸
木
か

ら
造
ら
れ
た
も
の
で
、
修
理
を
重
ね
な
が
ら

毎
年
例
祭
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
氏
子

は
「
お
船
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん

で
い
る
。

　

神
輿
の
巡
行
は
、
苫
無
と
呼
ば
れ
る
海
へ

神
輿
を
担
い
で
入
り
、
海
上
安
全
と
大
漁
祈

願
を
行
っ
た
と
伝
わ
る
が
、
約
半
世
紀
前
の

干
拓
事
業
に
よ
っ
て
海
は
無
く
な
り
、
現
在

は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
「
お
船
さ
ん
」
は
、
海
が
無
く
な
っ

た
今
日
、
在
り
し
日
の
海
辺
の
村
の
祭
を
し

の
ば
せ
て
い
る
。

八
幡
神
社
の
御
神
輿

八
幡
神
社
の
御
神
輿

お
船
さ
ん

お
船
さ
ん
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月
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水
）
午
後
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時
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議
　
事
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日
程
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二　

令
和
二
年
度
岡
山
県
神
社
庁
事
業
報
告

　

日
程
第
三　

議
案
第
一
号　

　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案

　

日
程
第
四　

理
事
補
欠
選
挙
の
件

■ 

補
　
足

　

・�

議
案
第
一
号
は
可
決
。
庁
舎
外
装
修
繕

費
四
百
四
十
万
円
は
別
途
会
計
か
ら

支
出
す
る
。

　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
収
入
減
へ
の
対
策
と
し
て
、
負

担
金
各
支
部
一
律
一
割
減
、
さ
ら
に
個

別
の
減
免
と
し
て
予
算
額
百
五
十
万

円
を
計
上
し
申
請
神
社
に
対
し
被
害

状
況
に
応
じ
負
担
金
額
を
按
分
し
て

減
免
。

　

・�

日
野
正
彦
氏
が
理
事
を
退
任
。
補
欠
と

し
て
粟
井
睦
夫
氏
が
理
事
（
財
務
担

当
）
に
選
任
。
期
間
は
前
任
者
の
残
任

期
間
。

令
和
三
年

�
定
例
協
議
員
会（
議
事
報
告
）

神職の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名

二条一号 岡山 素盞嗚神社 禰宜 河田　味希 東備 水行谷神社 宮司 能勢　正彦 真庭 木山神社 宮司 鈴木　宏志

倉敷都窪 熊野神社 宮司 大森　博文 井笠 亀山神社 禰宜 刈谷　勇人 美作 稲荷神社 宮司 粟井　洋充

津山 髙野神社 宮司 河原　仁司 吉備 百射山神社 宮司 平田　芳樹 美作 豊國神社 宮司 西山　允明

御津 總社 権禰宜 菱川　　智 新見 獅子山八幡宮 宮司 難波　宗隆

責任役員・総代の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名

二条二号 岡山 岡山縣護國神社 総代 前田　　弘 東備 天津神社 責任役員 吉田　　孝 川上 八幡神社 責任役員 赤木　幹雄

岡山 深田神社 責任役員 大松　佳也 邑久上道西大寺 大富八幡宮 総代 小山　親司 川上 八幡神社 責任役員 加藤　和宏

倉敷都窪 福田神社 責任役員 西　　祐太 邑久上道西大寺 幸地山神社 責任役員 土師　貞光 川上 磐戸山神社 責任役員 小林　正明

倉敷都窪 天滿神社 責任役員 佐々木　猛 邑久上道西大寺 鹿忍神社 責任役員 浅野　一麿 新見 天津神社 責任役員 小川　保夫

津山 髙野神社 総代 池本　秀昭 邑久上道西大寺 木鍋八幡宮 責任役員 井上　輝彦 真庭 落合町護国神社 責任役員 妹尾三佐夫

津山 香々美北神社 責任役員 谷村　健夫 邑久上道西大寺 総社八幡宮 責任役員 西崎　昌和 真庭 美甘神社 責任役員 植田　　均

津山 加茂神社 総代 角田　　博 邑久上道西大寺 北居都神社 総代 重成　　厚 真庭 見明戸八幡神社 責任役員 伊井　邦雄

津山 加茂神社 総代 藤長　俊己 井笠 若宮八幡神社 責任役員 川上　　等 真庭 八幡神社 責任役員 松尾　美彦

児島 新庄八幡宮 責任役員 近藤　　勲 井笠 甲山八幡神社 責任役員 大山　文男 真庭 八幡神社 総代 大佛　友一

児島 鴻八幡宮 総代 片沼　靖一 井笠 崇道神社 責任役員 片山　義博 美作 廣戸神社 総代 竹内　治雄

玉島浅口 八幡神社 責任役員 原田　健明 井笠 山神社 責任役員 大山　芳孝 美作 日吉神社 総代 東　　和彦

玉島浅口 大川神社 責任役員 石部美恵子 吉備 嚴島神社 総代 加藤　信二 美作 山口神社 責任役員 佐藤　弘喜

玉島浅口 大川神社 総代 田中　清三 吉備 日羽八幡神社 責任役員 藤岡　道夫 美作 田殿神社 責任役員 小谷　節夫

玉島浅口 八幡神社 責任役員 伊澤　　誼 吉備 阿宗神社 責任役員 中瀬　昌己 美作 八坂神社 総代 安東　敏彦

玉島浅口 八幡神社 総代 虫明　健一 吉備 總社 責任役員 野口　　了 久米 志呂神社 責任役員 光延　知幸

御津 日𠮷神社 責任役員 丹原　樹郎 高梁 川合神社 責任役員 小川　克典 久米 志呂神社 総代 安田　明正

東備 八幡宮 責任役員 梶田　忠資 高梁 吉川八幡宮 責任役員 辻田　　明

東備 天津神社 総代 三村　隆司 川上 森神社 責任役員 山根　匡信

二条三号 津山 中山神社 中山神社ご祭礼神事保存会 美作 春日神社 美作市粟井春日歌舞伎保存会

三条 児島 鴻八幡宮 責任役員 河合　達朗 玉島浅口 大川神社 責任役員 大野　常美 川上 艮御前神社 責任役員 横部　秀明

令和２年度  岡山県神社庁規程表彰該当者
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令和3年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出予算書
（令和3年7月1日〜令和4年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 750,000 1,470,000 △720,000
１　�本 庁 幣 600,000 1,220,000 △620,000

２　�神 饌 及 初 穂 料 150,000 250,000 △100,000

Ⅱ　�財 産 収 入 2,000 6,000 △4,000

Ⅲ　�負 担 金 33,228,000 29,536,000 3,692,000
１　�神 社 負 担 金 23,259,600 20,675,200 2,584,400

２　�神 職 負 担 金 8,307,000 7,384,000 923,000

３　�支 部 負 担 金 1,661,400 1,476,800 184,600

Ⅳ　�交 付 金 73,800,000 78,900,000 △5,100,000
１　�本 庁 交 付 金 1,500,000 3,500,000 △2,000,000

２　�神宮神徳宣揚費交付金 71,900,000 75,000,000 △3,100,000

３　�本 庁 補 助 金 400,000 400,000 0

Ⅴ　�寄 付 金 10,000 10,000 0

Ⅵ　�諸 収 入 5,155,000 6,375,000 △1,220,000
１　�表 彰 金 50,000 50,000 0

２　�預 金 利 子 5,000 5,000 0

３　�申 請 料 ・ 任 命 料 2,000,000 2,000,000 0

４　�会 費 2,800,000 4,020,000 △1,220,000

５　�雑 収 入 300,000 300,000 0

Ⅶ　�繰 入 金 1,300,000 1,200,000 100,000
当 期 歳 入 合 計 114,245,000 117,497,000 △3,252,000
前 期 繰 越 金 20,102,618 21,471,772 △1,369,154
歳 入 合 計 134,347,618 138,968,772 △4,621,154

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�幣 帛 料 2,190,000 2,300,000 △110,000 
１　�本 庁 幣 2,090,000 2,200,000 △110,000 

２　�神 社 庁 幣 100,000 100,000 0 

Ⅱ　�神 事 費 400,000 400,000 0 

Ⅲ　�事 務 局 費 32,591,000 30,740,000 1,851,000 
１　�表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,500,000 1,300,000 200,000 

　⑴　�各 種 表 彰 費 500,000 500,000 0 

　⑵　�慶 弔 費 1,000,000 800,000 200,000 

２　�会 議 費 200,000 200,000 0 

３　�役 員 関 係 費 1,400,000 120,000 1,280,000 

　⑴　�役 員 報 酬 1,280,000 0 1,280,000 

　⑵　�地 区 会 議 関 係 費 120,000 120,000 0 

４　�給料及び福利厚生費 18,191,000 17,970,000 221,000 

　⑴　�給 料 9,306,000 9,150,000 156,000 

　⑵　�諸 手 当 6,165,000 6,100,000 65,000 

　⑶　�各 種 保 険 料 2,600,000 2,600,000 0 

　⑷　�職 員 厚 生 費 120,000 120,000 0 

５　�庁 費 6,250,000 6,100,000 150,000 

　⑴　�備 品 費 850,000 500,000 350,000 

　⑵　�図 書 印 刷 費 750,000 950,000 △200,000 

　⑶　�消 耗 品 費 1,400,000 1,400,000 0 

　⑷　�水 道 光 熱 費 1,250,000 1,250,000 0

　⑸　�通 信 運 搬 費 1,000,000 900,000 100,000 

　⑹　�雑 費 1,000,000 1,100,000 △100,000 

６　�交 際 費 1,100,000 1,100,000 0 

７　�旅 費 2,800,000 2,800,000 0 

８　�維 持 管 理 費 950,000 950,000 0 

９　�法 務 対 策 費 200,000 200,000 0 

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅳ　�指 導 奨 励 費 12,352,000 15,480,000 △3,128,000 
１　�教 化 事 業 費 3,641,000 4,158,000 △517,000 

　⑴　�教 化 費 630,000 630,000 0 

　⑵　�広 報 費 960,000 960,000 0 

　⑶　�事 業 費 716,000 488,000 228,000 

　⑷　�神 宮 奉 賛 費 1,035,000 700,000 335,000 

　⑸　�育 成 費 300,000 1,380,000 △1,080,000 

２　�神 社 庁 研 修 所 費 4,800,000 5,700,000 △900,000 

　⑴　�研 修 費 2,000,000 2,000,000 0 

　⑵　�講 習 会 費 2,800,000 3,700,000 △900,000 

３　�祭 祀 研 究 費 1,420,000 1,331,000 89,000 

４　�各 種 補 助 金 2,491,000 4,291,000 △1,800,000 

　⑴　�神 政 連 関 係 費 135,000 135,000 0 

　⑵　�神 青 協 補 助 金 450,000 450,000 0 

　⑶　�氏 青 協 補 助 金 90,000 90,000 0 

　⑷　�県 教 神 協 補 助 金 90,000 90,000 0 

　⑸　�女子神職会補助金 162,000 162,000 0 

　⑹　�県 敬 婦 連 補 助 金 117,000 117,000 0 

　⑺　�神 楽 部 補 助 金 90,000 90,000 0 

　⑻　�作 州 神 楽 補 助 金 27,000 27,000 0 

　⑼　�支部長懇話会補助金 150,000 150,000 0 

　⑽　�神宮大祭派遣補助金 30,000 30,000 0 

　⑾　�教 誨 師 関 係 費 350,000 350,000 0 

　⑿　�団 体 参 拝 補 助 金 200,000 200,000 0 

　⒀　�過疎地域神社活性化助成金 500,000 2,300,000 △1,800,000 

　⒁　�地区大会等援助金 100,000 100,000 0 

Ⅴ　�各 種 積 立 金 7,030,000 7,030,000 0 
１　�職員退職給与積立金 1,370,000 1,370,000 0 

２　�正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0 

３　�庁舎管理資金積立金 2,500,000 2,500,000 0 

４　�次期式年遷宮準備金 2,000,000 2,000,000 0 

５　�災 害 見 舞 積 立 金 500,000 500,000 0 

６　�関 係 者 大 会 積 立 金 500,000 500,000 0 

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 600,000 600,000 0 

Ⅶ　�負 担 金 24,135,440 22,329,300 1,806,140 
１　�本庁災害慰謝負担金 212,520 303,150 △90,630 

２　�本 庁 負 担 金 4,462,920 6,366,150 △1,903,230 

３　�本 庁 特 別 納 付 金 14,700,000 12,400,000 2,300,000 

４　�支 部 負 担 金 奨 励 費 2,960,000 2,960,000 0 

５　�負 担 金 特 別 対 策 費 1,800,000 300,000 1,500,000 

Ⅷ　�渉 外 費 620,000 620,000 0 
１　�友 好 団 体 関 係 費 370,000 370,000 0 

２　�時 局 対 策 費 100,000 100,000 0 

３　�同 和 対 策 費 150,000 150,000 0 

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 39,000,000 39,000,000 0 

Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費 6,500,000 5,900,000 600,000 
１　�頒 布 事 務 費 530,000 500,000 30,000 

２　�頒 布 事 業 奨 励 費 5,970,000 5,400,000 570,000 

Ⅺ　�予 備 費 8,929,178 14,569,472 △5,640,294 
当 期 歳 出 合 計 134,347,618 138,968,772 △4,621,154 
次 期 繰 越 金 0 0 0 

歳 出 合 計 134,347,618 138,968,772 △4,621,154 

※款内流用を認める
※増減（△）は、予算額が前年度予算に比して減額である場合△で表示する。

歳入総額� 134,347,618円

歳出総額� 134,347,618円
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令
和
二
年
度
の
神
宮
大
麻
頒
布
状
況
は
、
図
１
の

通
り
と
な
っ
た
。
減
体
要
因
は
、
神
宮
大
麻
の
初
穂

料
の
改
定
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
参

拝
者
減
少
の
中
に
於
い
て
、
各
神
職
・
総
代
の
努
力

に
よ
り
大
麻
頒
布
数
の
減
少
は
最
大
限
抑
え
ら
れ
た

と
思
う
。
特
に
御
津
支
部
と
吉
備
支
部
に
於
い
て
増

体
に
な
っ
た
こ
と
は
努
力
の
賜
物
だ
と
感
謝
の
念
が

絶
え
な
い
。

　

令
和
二
年
度
の
事
業
活
動
は
、
①
タ
ウ
ン
メ
ー
ル

に
よ
る
神
宮
大
麻
頒
布
の
推
進
を
、
天
津
神
社
（
宮

司　

日
幡
行
雄　

備
前
市
伊
部
鎮
座
）
で
行
い
、
前

年
対
比
一
〇
〇
体
の
増
体
と
な
っ
た
。
詳
し
い
こ
と

は
日
幡
宮
司
よ
り
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
一

読
願
い
た
い
。
②
神
宮
大
麻
支
部
担
当
者
と
の
推
進

会
議
を
初
め
て
行
っ
た
。
支
部
間
で
の
温
度
差
が
感

じ
ら
れ
、
今
後
支
部
一
体
と
な
っ
た
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
入
り
ポ
ス
タ
ー
に

よ
る
「
神
棚
贈
呈
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
の
中
で

あ
り
な
が
ら
神
棚
配
布
数
が
五
百
近
く
あ
っ
た
事
は

我
々
神
宮
奉
賛
部
会
と
し
て
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
も

の
が
あ
る
。

　

こ
の
事
は
我
々
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
世
間
一
般

で
神
社
や
神
宮
に
関
心
が
あ
る
事
と
考
え
て
良
い
で

あ
ろ
う
。
神
棚
配
布
に
合
わ
せ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
、
今
後
の
教
化
活
動
の
参
考
に
な
る
事
が
何

点
か
見
え
て
き
た
。（
図
２
参
照
）

　

申
込
者
の
九
割
近
く
が
南
部
で
あ
り
引
っ
越
し
や

新
築
等
の
生
活
環
境
を
一
新
さ
れ
た
方
や
借
家
の
方

が
多
く
、
年
齢
層
が
三
十
代
か
ら
五
十
代
が
八
割
以

上
と
い
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
に
自
身
の
居
住
地
域
の
氏
神
様
が
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
声
が
多
数
あ
っ
た
事
か
ら
神
宮
及
び

氏
神
様
の
認
知
を
促
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
事
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
収
集
が
主
流
の
昨
今
で
は
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報

提
供
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

北
部
に
於
い
て
は
過
疎
高
齢
化
に
よ
る
減
少
が
主

な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
現
状
を
維
持
で
き

る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
我
々
神
職
が
当

た
り
前
と
考
え
て
い
る
事
が
当
た
り
前
で
は
な
い
と

い
う
世
間
一
般
の
認
識
の
ず
れ
を
な
く
し
て
い
く
事

が
今
後
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

令
和
三
年
度
も
神
宮
大
麻
を
取
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
、
神
職
一
人
一
人
が
神
宮

大
麻
の
意
義
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
増
体
に
向
け
て

神
職
・
総
代
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

支　部　名
令和元年度 令和2年度頒布数 判定数

頒布数 判定数 申込数 大麻 中大麻 大大麻 頒布数 前年比 頒布率 申込数 前年度
申込比

判定
頒布数 前年比 頒布率 判定比率

01�岡山支部 8,729 8,878 9,300 7,290 180 67 7,537 ▲1,192� 20.00% 9,300� 0� 7,694 ▲�1,184 20.42% 1.021倍

02�倉敷都窪支部 13,036 13,433 13,440 11,928 542 107 12,577 ▲459� 55.11% 13,440� 0� 12,955 ▲�478 56.77% 1.030倍

03�津山支部 8,931 9,151 9,370 8,474 232 97 8,803 ▲128� 43.47% 9,370� 0� 9,016 ▲�135 44.52% 1.024倍

04�児島支部 16,689 16,985 16,707 15,080 380 78 15,538 ▲1,151� 51.60% 15,638� ▲1,069� 15,806 ▲�1,179 52.49% 1.017倍

05�玉島浅口支部 14,973 15,342 15,700 14,298 425 155 14,878 ▲95� 77.66% 15,700� 0� 15,246 ▲�96 79.58% 1.025倍

06�御津支部 6,408 6,993 6,439 5,770 703 237 6,710 302� 88.37% 6,807� 368� 7,299 306 96.12% 1.088倍

07�東備支部 7,869 7,898 8,650 7,627 36 10 7,673 ▲196� 40.45% 8,650� 0� 7,701 ▲�197 40.59% 1.004倍

08�邑久上道西大寺支部 6,417 6,771 7,140 5,691 505 82 6,278 ▲139� 56.59% 6,740� ▲400� 6,613 ▲�158 59.61% 1.053倍

09�井笠支部 15,365 16,270 16,520 13,534 955 392 14,881 ▲484� 59.44% 16,100� ▲420� 15,751 ▲�519 62.91% 1.058倍

10�吉備支部 10,114 10,345 10,500 9,800 329 63 10,192 78� 67.21% 10,210� ▲290� 10,420 75 68.71% 1.022倍

11�高梁支部 7,401 7,616 7,475 6,846 295 61 7,202 ▲199� 92.39% 7,365� ▲110� 7,411 ▲�205 95.07% 1.029倍

12�川上支部 2,745 2,941 2,761 2,196 232 56 2,484 ▲261� 91.32% 2,518� ▲243� 2,656 ▲�285 97.65% 1.069倍

13�新見支部 6,812 7,827 6,877 4,500 1,630 203 6,333 ▲479� 81.03% 6,333� ▲544� 7,351 ▲�476 94.05% 1.161倍

14�真庭支部 7,884 8,058 8,260 7,505 135 103 7,743 ▲141� 76.04% 8,360� 100� 7,914 ▲�145 77.71% 1.022倍

15�美作支部 8,000 8,405 8,200 7,157 508 151 7,816 ▲184� 70.88% 7,980� ▲220� 8,221 ▲�184 74.55% 1.052倍

16�英北支部 1,535 1,606 1,836 1,386 105 15 1,506 ▲29� 83.53% 1,836� 0� 1,574 ▲�33 87.27% 1.045倍

17�久米支部 6,332 6,776 6,693 5,537 670 106 6,313 ▲19� 83.63% 6,396� ▲297� 6,754 ▲�22 89.47% 1.070倍

合　　　計 149,240 155,289 155,868 134,619 7,862 1,983 144,464 ▲4,776� 56.26% 152,743� ▲3,125� 150,378 ▲4,911 58.56% 1.041倍

※判定数　　大麻頒布数を１倍、中大麻頒布数を1.5倍、大大麻頒布数を２倍とした数

図１　令和2年度　神宮大麻頒布支部別一覧図１　令和2年度　神宮大麻頒布支部別一覧

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
も
反
響
を
得
た
頒
布
推
進
事
業

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
も
反
響
を
得
た
頒
布
推
進
事
業

��

教
化
委
員
会　

神
宮
奉
賛
部
会　

西　

井　

義　

和

教
化
委
員
会　

神
宮
奉
賛
部
会　

西　

井　

義　

和
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図２　神棚贈呈アンケート結果図２　神棚贈呈アンケート結果

■ 性別 （579件の回答）

■ 神棚を頂きたい理由 （579件の回答）

■ 自分の氏神様を知っていますか？ （579件の回答）

■ 神棚を祀る場所 （579件の回答）

■ 年齢 （579件の回答）

［その他の回答］
●神棚を新しくしたかった
●�今までお神札を神棚に入れず、その
ままお祀りしていた

●�神棚はなく床の間に直に置きお祀り
していたため神棚があればと思った

●厄除けでお神札を頂いた
●子宝に恵まれ感謝したい

［その他の回答］
●特定の神社にお参りしている
●近所の神社にお参りしている

［その他の回答］
●床の間
●自室
●食事室
●店舗・作業場
●決めていない
●どこに祀ればいいか分からない

男
53％

性別（579件の回答）

女
47％

31歳～40歳
21％

41歳～50歳
36％

51歳～60歳
24％

61歳～70歳
10％

71歳～80歳
4％

年齢（579件の回答）

21歳～30歳
4％

81歳以上　1％ 0歳～20歳　0％

知っている
66％

その他
1％

自分の氏神様を知っていますか？（579件の回答）

知らない
33％

居間
45％

和室
23%

台所　12％

事務所　4％
玄関　1％

神棚を祀る場所（579件の回答）
その他　6％

寝室　9％

神宮大麻
（神宮のお神札）
と氏神様の
お神札どちらも
お祀りしたい
49％神宮大麻を

お祀りしたい
31％

氏神様のお神札を
お祀りしたい
19％

神棚を頂きたい理由（579件の回答）
その他　1％
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神
宮
奉
賛
部
会
か
ら
、
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を

使
っ
て
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
を
行
っ
て
欲
し

い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
令
和

二
年
度
か
ら
神
宮
大
麻
の
初
穂
料
改
定
の
時

期
で
も
あ
り
、
増
体
を
す
る
の
は
難
し
い
で

あ
ろ
う
と
の
思
い
は
あ
っ
た
の
で
、
増
体
は

で
き
な
く
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
前
年
の

体
数
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
？
と
思
案
し

た
結
果
、
神
宮
奉
賛
部
会
の
タ
ウ
ン
メ
ー
ル

事
業
の
力
を
借
り
て
実
施
し
て
み
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

備
前
市
の
伊
部
は
天
津
神
社
・
浦
伊
部
は

八
幡
宮
・
久
々
井
は
八
幡
宮
の
三
社
が
伊
部

小
学
校
の
学
区
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
三

地
区
に
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

神
宮
奉
賛
部
会
か
ら
膨
大
な
大
麻
啓
発
資

材
を
頂
き
、
神
棚
も
一
〇
〇
宇
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

上
記
三
社
の
内
、
天
津
神
社
で
は
、
新
嘗

祭
斎
行
時
に
神
宮
大
麻
初
穂
料
改
定
に
関
す

る
相
談
を
責
任
役
員
に
行
い
、
神
宮
大
麻
・

神
社
大
麻
を
合
わ
せ
て
一
五
〇
〇
円
で
頒
布

す
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
津
神
社
の
氏
子
区
域
は
、
団
地
部
を
除

き
年
末
に
各
町
内
の
氏
子
総
代
の
方
々
に
よ

り
、神
宮
大
麻
・
神
社
大
麻
・
人ひ

と

形が
た

を
持
っ
て
、

各
戸
を
巡
り
頒
布
活
動
を
以
前
か
ら
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
同
様
に
行
い
ま
し

た
。

　

久
々
井
地
内
は
神
社
総
代
の
代
表
に
お
神

札
等
を
持
参
し
、
例
年
通
り
頒
布
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
時
に
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
の
配

布
に
よ
り
神
棚
を
受
け
取
り
の
際
に
『
お
神

札
は
有
り
ま
す
か
？
』
と
声
掛
け
を
行
っ
た

結
果
「
息
子
の
処
に
神
棚
が
無
い
の
で
祀
り

た
い
の
だ
が
」
と
の
話
が
多
く
聞
か
れ
た
結

果
、
増
体
に
繋
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
他
地
区
の
兼
務
社
に
も
新
嘗
祭
の

時
に
予
備
の
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を
配
布
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
神
社
に
お
い
て
も
新
た
に
数
十
体

の
増
体
が
で
き
今
後
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
三
〇
〇
〇
枚
の
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を
準

備
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
神
宮
大
麻
は
前

年
対
比
一
〇
〇
体
の
増
体
と
な
り
、
天
津
神

社
の
大
麻
も
増
頒
布
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
天
津
神
社
の
由
緒
に
天
正

年
間
に
伊
部
の
地
に
疫
病
が
大
流
行
し
、
時

の
村
名
主
の
夢
枕
に
「
天
津
神
社
を
浦
伊
部

か
ら
現
在
の
地
に
遷
座
す
れ
ば
疫
病
は
収
ま

る
」
と
の
神
託
に
よ
り
遷
座
し
疫
病
は
収
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
史
実
に
よ
り
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
祈
年
祭
斎
行
時
に

終
息
祈
願
祭
を
行
い
、
こ
の
お
神
札
を
伊
部

小
学
区
内
の
全
戸
（
地
区
の
総
代
さ
ん
が
い

る
地
区
）
に
疫
病
鎮
静
の
祈
願
を
し
た
お
神

札
と
し
て
『
切
札
』
を
配
り
ま
し
た
（
無
料
）。

　

常
日
頃
神
社
と
し
て
、
氏
子
の
皆
さ
ん
へ

の
思
い
を
も
っ
て
接
し
、
氏
子
の
方
々
に
ご

協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
事
業
に
関
し
て
は

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
初
め
て
神
宮
大
麻
を
受
け
る

方
へ
」
と
の
書
き
込
み
に
躊
躇
さ
れ
て
、
遠

慮
さ
れ
た
方
も
か
な
り
の
数
お
ら
れ
た
の
も

事
実
で
す
。
ま
た
、「
我
が
家
は
お
神
札
を

神
社
か
ら
頂
い
て
い
る
か
ら
遠
慮
し
ま
す
」

と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

以
上
、
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
事
業
に
関
し
て
の

報
告
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日
時　

�

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日
（
水
）�

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

岡
山
国
際
ホ
テ
ル　

瑞
光
の
間

参
加　

�

百
三
十
一
名
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
為
、
規
模
を
縮
小

し
各
支
部
八
名
の
み
の
参
加
案
内
）

　
　
　
　

内　

�

被
表
彰
者　

二
十
六
名

　
　
　
　
　
　
（
六
十
八
名
中
）

　
　
　
　
　
　

初
任
用
神
職　

七
名

　
　
　
　
　
　

講
演
講
師　

一
名

第
一
部　

講
演
会

　

わ
た
し
た
ち
の
皇
室　

　

～
「
天
皇
」
と
い
う
奇
跡
を
も
つ
日
本
～

�

亀
山
神
社　

宮
司　

潮　

清
史　

先
生

第
二
部　

式
典

　

開
式
の
辞

　

神
宮
遥
拝

　

国
歌
斉
唱

　

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和

　

神
社
庁
長
式
辞

　

神
社
総
代
会
長
挨
拶

岡
山
県
神
社

岡
山
県
神
社

関
係
者
大
会

関
係
者
大
会

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
に
よ
る

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
に
よ
る

　
　
神
宮
大
麻
頒
布
推
進

　
　
神
宮
大
麻
頒
布
推
進

��

天
津
神
社　

宮
司　

日　

幡　

行　

雄

天
津
神
社　

宮
司　

日　

幡　

行　

雄

第59回
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功
労
者
表
彰
式

　

来
賓
祝
辞

　

来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露

　

被
表
彰
者
謝
辞

　

初
任
用
神
職
辞
令
交
付
式

　

聖
寿
万
歳
三
唱

　

国
旗
儀
礼

　

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
為
、
二
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
る
。
さ
ら
に
開
催
時
期
に
県
内
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
が
悪
化
し

た
為
、
急
遽
県
外
か
ら
の
来
賓
の
参
加
を
ご

遠
慮
い
た
だ
い
た
。

　

第
一
部
は
元
宮
内
庁
掌
典
職
の
潮
清
史
氏

に
よ
る
講
演
会
。
皇
室
に
つ
い
て
「
私
た
ち

の
日
常
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
」「
世

界
か
ら
見
て
も
奇
跡
と
称
さ
れ
る
皇
統
」「
天

皇
陛
下
の
国
事
行
為
・
象
徴
と
し
て
の
行
為
・

そ
の
他
の
行
為
」
等
、
私
た
ち
国
民
が
皇

室
を
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
の
有
り
難
さ
を

知
っ
て
お
く
べ
き
旨
を
講
じ
ら
れ
た
。

　

第
二
部
式
典
は
、
功
労
者
の
表
彰
、
一
昨

年
か
ら
の
初
任
用
神
職
へ
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
た
。

　

教
化
委
員
会
「
事
業
部
会
」
で
は
、
左
記

の
中
学
校
に
於
い
て
「
雅
楽
鑑
賞
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
度
は
折
か
ら
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
広
が
る
中
、
岡
山
市

内
の
小
学
校
で
は
楽
器
演
奏
な
ど
感
染
対
策

が
難
し
い
状
況
か
ら
開
催
が
見
送
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
急
遽
、
雅
楽
部
員
の
紹
介
で

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年

〇
三
月
十
六
日
（
火
）

　
「
岡
山
理
科
大
学
附
属
中
学
校
」

　

岡
山
市
北
区
理
大
町

　
【
対　
　

象
】　

中
学
一
年
生　

五
十
八
名

　
【
開
催
時
間
】　

十
時
五
十
分
～

�

十
二
時
三
十
分

【
概　
　

要
】

　

本
事
業
は
、
本
来
政
令
指
定
都
市
で
あ
る

「
岡
山
市
」
の
公
立
小
学
校
・
中
学
校
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
祭
祀
委
員
会
「
雅
楽
部

会
」
と
共
に
「
平ひ

ょ
う

調じ
ょ
う　

越え

殿て
ん

楽ら
く

」
を
始
め

と
す
る
雅
楽
の
各
種
演
奏
・
楽
器
紹
介
・
演

奏
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、「
越
殿
楽
」
が
、「
今い

ま

様よ
う

」（
※
春�

の
や
よ
い
・
黒
田
節
な
ど
「
越
殿
楽
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
歌
詞
を
つ
け
た
も
の
）
と
し
て

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
春
の
や
よ
い
」
を
雅
楽
の
演
奏
と
雅

楽
の
「
越
殿
楽
」
と
の
聞
き
比
べ
を
行
い
、

岡
山
市
内
の
中
学
校
で

岡
山
市
内
の
中
学
校
で

神
道
教
化
「
雅
楽
鑑
賞
会
」
を
開
催

神
道
教
化
「
雅
楽
鑑
賞
会
」
を
開
催

��

教
化
委
員
会　

事
業
部
会　

部
長　

根　

石　

俊　

明

教
化
委
員
会　

事
業
部
会　

部
長　

根　

石　

俊　

明

他
数
曲
を
演
奏
。
ま
た
、
当
初
か
ら
行
っ
て

い
る
楽
器
を
手
に
し
て
の
「
演
奏
体
験
」
に

つ
い
て
は
、
会
場
が
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
見
送
ら
れ
、
そ

の
代
わ
り
に
各
楽
器
の
演
奏
者
が
自
己
紹
介

と
楽
器
の
説
明
を
行
い
、
会
場
の
生
徒
た
ち

の
質
問
に
答
え
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
小

学
生
と
違
い
、
楽
器
の
値
段
や
構
造
に
興
味

が
み
ら
れ
、
想
像
以
上
の
値
段
が
す
る
こ
と

に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
「
雅
楽
鑑
賞
会
」
も
早
八
年
目
を
迎
え
、

岡
山
市
の
教
育
委
員
会
と
も
良
好
な
関
係
が

築
け
て
お
り
、
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
信
頼

関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
市
・
県
と
も
繋
が
り

を
深
め
、
我
々
神
社
界
が
「
日
本
の
伝
統
文

化
」を
率
先
し
て
発
信
し
、広
く
一
般
の
方
々

に
向
け
て
神
道
教
化
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

を
期
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
度
の
事
業
は
「
他
の
委
員
会
・

部
会
と
の
垣
根
を
越
え
て
行
う
事
業
」
で
あ

り
ま
す
。
太
田
教
化
委
員
長
、
戸
部
祭
祀
委

員
長
始
め
、雅
楽
部
会
の
皆
様
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

縦
割
り
で
は
無
く
、
横
の
繋
が
り
を
生
か
し

な
が
ら
、皆
で
協
力
し
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

よ
り
良
い
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
、
合

わ
せ
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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令
和
三
年
三
月
十
五
日
、
岡
山
県
神
社
庁

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
教
養
研
修
会
に
参
加

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
収
ま
る

様
子
を
み
せ
な
い
中
、
気
が
付
け
ば
一
年
も

の
間
、
研
修
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
で
は
、
会
場
に
三
十
五

名
、
ズ
ー
ム
を
使
用
し
て
の
リ
モ
ー
ト
で
の

参
加
が
三
名
の
合
計
三
十
八
名
に
も
及
ぶ
参

加
人
数
か
ら
も
研
修
会
に
期
待
す
る
気
持
ち

の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
参
加
人
数
の
多
さ
と
い
う
の

は
「
久
々
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
講
演
の
魅
力
に
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
「
神
仏
と
人
・
自
然
が
交
わ
る
里
～
式
内

社
が
八
社
集
ま
る
村
～
」
と
い
う
題
を
拝
見

し
て
是
非
と
も
受
け
た
い
と
す
ぐ
に
思
っ

た
。
題
目
を
読
ん
だ
だ
け
で
視
界
は
一
気
に

原
風
景
に
近
い
、
山
と
田
、
川
に
囲
ま
れ
た

ム
ラ
に
飛
ぶ
よ
う
な
心
持
ち
に
な
っ
た
。

　

受
講
し
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、
配
布
資
料
の

多
さ
で
あ
る
。
講
演
は
三
講
で
構
成
さ
れ
て

い
た
が
、
資
料
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
も
の
が
一

講
で
は
四
枚
、
二
講
で
は
六
枚
、
三
講
で
は

五
枚
に
も
及
び
、
更
に
は
、
ご
社
殿
の
絵
図

が
二
枚
、
地
図
が
三
枚
、
真
庭
市
等
地
元
で

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
Ａ
３
二
つ
折
り
）

が
一
枚
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
丁
寧
に

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
真
庭
市
社

地
区
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
も
の
と
感
じ
た
。

　

本
講
演
の
テ
ー
マ
は
真
庭
市
「
社
」
と
い

う
ひ
と
つ
の
「
大
字
」
に
式
内
社
が
八
社
も

ご
鎮
座
と
い
う
特
殊
性
、
講
師
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
「
異
様
な
」
地
区
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
美
作
国
の
式
内
社
十
一
社
の
内
の
八

社
が
こ
の
小
さ
な
村
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
式
内
社
は
変
わ
っ
た
自
然
地
形
に
あ

る
こ
と
が
多
い
と
説
く
。
例
え
ば
、
美
作
の

式
内
社
を
例
に
挙
げ
る
と
中
山
神
社
は
大
き

な
岩
場
、
高
野
神
社
は
傍
に
深
い
川
の
淵
が

あ
り
、
天
石
門
別
神
社
は
滝
が
あ
る
。
あ
る

種
、
通
常
と
は
違
う
場
所
、
つ
ま
り
霊
的
神

性
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。
多
く
の
人
々
、

そ
れ
は
村
人
だ
け
が
感
じ
る
の
で
は
な
く

も
っ
と
多
く
の
人
々
が
そ
の
よ
う
な
共
通
の

認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
社
地

区
は
山
あ
い
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
都

に
通
じ
る
往
来
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
八
社
の
中
に
は
元
の
場
所
か
ら
遷
さ

れ
た
神
社
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

集
落
か
ら
離
れ
、
田
ん
ぼ
と
山
し
か
な
い
場

所
、
祭
典
を
す
る
に
は
不
便
な
場
所
に
今
な

お
遷
さ
れ
る
こ
と
な
く
鎮
座
す
る
お
社
も
あ

る
。
な
ぜ
そ
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
そ

こ
の
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
に
古
代
の
人
々
の
神
へ
の
信
仰
の

在
り
方
が
あ
る
、
と
。
そ
れ
こ
そ
当
然
と
い

え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
ヒ
ト
の
都
合
に
よ
り

カ
ミ
を
遷
す
、
と
い
う
こ
と
は
往
々
に
し
て

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
一
講
「
古
代
・
中
世
の
式
内
社
と

仁
和
寺
」、
二
講
「
室
町
・
戦
国
期
の
神
社

祭
礼
と
地
域
社
会
」
を
通
じ
て
歴
史
的
な
流

れ
や
信
仰
を
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
、
そ
の
地

区
の
信
仰
の
在
り
方
が
と
て
も
古
い
も
の
が

残
っ
て
お
り
貴
重
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ

れ
は
、
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
神
仏
習

合
」
の
色
彩
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
、
と
な

る
が
、
江
戸
時
代
以
前
、
古
代
や
中
世
の
祀

り
方
、
そ
れ
は
仏
教
と
神
道
の
信
仰
の
在
り

方
の
違
い
を
表
す
。
自
然
と
共
に
あ
る
の
が

神
道
で
あ
り
、
そ
の
場
所
こ
そ
が
霊
場
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
で
は
、
例
え
ば
、

仁
和
寺
の
庇
護
を
受
け
宗
教
的
経
済
的
支
配

を
受
け
る
と
な
る
と
、
仁
和
寺
か
ら
仏
像
の

写
し
を
運
び
、
人
々
が
暮
ら
す
家
並
み
よ
り

令
和
三
年
三
月
十
五
日
（
月
）

講
師
：
歴
史
学
者
・
蒜
山
郷
土
博
物
館
長

�

前
原
茂
雄　

先
生

神神  
職職  

教教  

養養  

研研  

修修  

会会

「
神
仏
と
人
・
自
然
が
交
わ
る
里
～
式
内
社
が
八
社
集
ま
る
村
～
」

「
神
仏
と
人
・
自
然
が
交
わ
る
里
～
式
内
社
が
八
社
集
ま
る
村
～
」

神
社
庁
研
修
会
報
告

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

��

吉
備
津
神
社　

禰
宜　

上　

西　

謙　

介

吉
備
津
神
社　

禰
宜　

上　

西　

謙　

介
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も
高
い
丘
の
上
に
大
き
な
御
堂
を
建
て
寺
院

を
建
築
し
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
以
て
あ
り

が
た
さ
の
演
出
を
し
、
目
に
見
え
る
方
法
で

信
仰
的
支
配
を
す
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
の

神
へ
の
信
仰
が
あ
る
の
で
習
合
し
、
神
輿
が

集
ま
る
神
集
場
と
仁
和
寺
に
よ
る
大
御
堂
を

並
べ
て
建
て
る
と
い
う
、
古
代
か
ら
の
神
と

平
安
以
降
の
仏
が
相
ま
み
え
る
場
所
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
講
ま
で
に
古
代
以
来
の
神
仏
と
人
・
自

然
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
三
講
「
地
域
の
人
々
は
活
か
す
神
々
の

世
界
」
で
は
、そ
の
貴
重
な
信
仰
と
古
文
書
、

古
建
築
等
が
残
る
こ
の
地
区
を
ど
の
よ
う
に

守
り
、
未
来
に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
切
実
な
テ
ー
マ
に
も
切
り
込
ん

で
い
く
。

　

現
代
に
残
る
伝
統
行
事
、
地
名
、
中
世
石

造
物
と
い
う
財
産
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
社

が
あ
れ
ば
多
少
は
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
そ
れ
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
文
書
も
管
理

し
な
け
れ
ば
虫
に
喰
わ
れ
、
湿
気
に
よ
り

腐
っ
て
し
ま
う
。
守
る
た
め
に
研
究
者
の
協

力
を
得
て
、
調
査
、
報
告
書
作
成
、
歴
史
講

演
会
を
し
、
成
果
発
表
な
ど
具
体
的
な
活
動

を
通
じ
て
行
政
の
協
力
を
得
て
い
く
。
そ
の

成
果
と
し
て
行
政
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
過
疎
地
域
で
は
難
し

い
神
輿
や
祭
り
の
維
持
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
を
し
、
大
学
生
に
よ
る
神
輿
の
担

ぎ
手
を
募
集
、
地
域
外
か

ら
の
百
万
遍
数
珠
回
し
参

加
受
け
入
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
活
用
な
ど
、
地
域
の
人
々

が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
政
も
応
援
し
て
く
れ

る
な
ど
成
功
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
一
つ
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力

が
あ
る
。
自
ら
の
歴
史
遺

産
を
「
知
る
・
学
ぶ
・
活

か
す
」
こ
と
を
個
人
・
団

体
で
は
な
く
地
域
全
体
の

課
題
と
し
て
捉
え
る
。
か

け
が
え
の
な
い
地
域
の
個

性
を
見
出
し
魅
力
化
す
る

必
要
性
、
そ
れ
こ
そ
が
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
教

わ
っ
た
。

　

同
時
に
、
先
生
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も
使
わ
れ
る

「
式
内
八
社
」
と
い
う
言
葉

に
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。「
式

内
八
社
」
と
い
う
分
か
り

や
す
く
盛
り
上
げ
や
す
い
言
葉
を
安
易
に
使

い
が
ち
で
あ
る
が
、歴
史
的
に
は
存
在
せ
ず
、

そ
れ
は
造
語
で
あ
り
文
献
で
は
「
大
庭
郡
八

座
」
と
か
「
布
施
八
社
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。つ
ま
り
地
名
を
大
切
に
し
、

八
座
の
神
と
そ
れ
ら
に
附
属
す
る
土
地
を
一

体
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
こ
そ
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
自
分
た
ち
に
置
き
換
え
て
み
て
も

思
い
当
た
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
分
か
り
や
す
さ
や
現
代
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
易
さ
を
意
識
し
過
ぎ
る
余

り
根
拠
の
無
い
こ
と
を
自
ら
示
し
て
周
囲
を

惑
わ
し
、
そ
れ
が
拡
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

よ
り
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
、
自
身
の
価
値

を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
陥
る
危
険
が
あ

る
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

正
し
い
歴
史
に
学
び
地
域
の
人
々
が
自
ら

の
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

神
社
は
、
連
綿
と
日
本
の
歴
史
が
続
く
場

で
あ
り
、
神
職
は
、
そ
れ
を
正
し
く
後
世
へ

継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
重
責
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
我
々

が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
対
す
る
大
き
な
ヒ

ン
ト
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
講
演
で

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
時
世
厳
し
い
中
、
お
越
し
く
だ

さ
っ
た
前
原
先
生
と
実
り
あ
る
研
修
会
開
催

の
た
め
安
全
対
策
を
講
じ
て
尽
力
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
皆
様
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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岡
山
県
内
の
神
社
に
は
、
明
治
末
期
か
ら

大
正
初
期
に
推
進
さ
れ
た
小
規
模
神
社
や
小

祠
を
統
廃
合
す
る
神
社
合
併
政
策
を
施
行
し

な
か
っ
た
神
社
や
、
昭
和
二
十
六
年
に
宗
教

法
人
法
が
制
定
さ
れ
旧
法
人
か
ら
新
法
人
へ

と
切
り
替
え
手
続
き
が
行
わ
れ
た
際
に
、
小

さ
な
祠
ま
で
も
登
記
さ
れ
た
神
社
が
幾
つ
か

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
小
規
模
の
神
社
は
、
社

会
環
境
の
変
化
、
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
る

氏
子
離
散
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
、
既
に

維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
神
社
も
少

な
く
な
い
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
近
い
将

来
不
活
動
神
社
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

不
活
動
神
社
と
は
、
氏
子
崇
敬
者
が
い
な

く
な
り
祭
祀
も
行
わ
れ
な
い
等
放
置
状
態
で

は
あ
る
が
法
人
登
記
簿
上
で
は
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
現
在
の
法
律
で
は

不
活
動
神
社
の
存
在

手
の
施
し
よ
う
が
な
い
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

神
社
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
、
祭
祀
の
厳
修

や
神
社
の
維
持
管
理
も
で
き
な
く
な
る
。
神

職
と
し
て
、
こ
れ
程
辛
く
悲
し
い
こ
と
は
な

い
。

　

高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
る
氏
子
離
散
は
如

何
と
も
し
難
い
が
、
不
活
動
神
社
に
な
る
前

に
、
我
々
神
職
が
、
打
て
る
対
策
を
講
じ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
考
え
ら
れ
る
有
効
な
対
策
と
し

て
神
社
の
「
合
併
」
が
あ
る
。
そ
の
神
社
合

併
に
も
二
種
類
あ
り
、「
吸
収
合
併
」
と
「
設

立
合
併
（
新
設
合
併
・
対
等
合
併
）」
が
あ
る
。

「
吸
収
合
併
」
は
一
神
社
が
一
社
以
上
の
神

社
を
吸
収
し
て
存
続
す
る
こ
と
で
、
吸
収
さ

れ
る
神
社
は
解
散
と
な
る
が
、
清
算
（
財
産

整
理
）
の
問
題
は
な
く
、
手
続
き
は
主
に
合

併
申
請
、
規
則
変
更
、
財
産
目
録
作
成
等
と

な
る
。
し
か
し
、「
設
立
合
併
」
は
、
旧
来

の
神
社
を
全
て
解
散
す
る
点
は「
吸
収
合
併
」

と
変
わ
り
な
い
が
、
新
た
に
神
社
を
設
立
す

る
と
い
う
点
で
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
。
ま

た
、
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
対
等
の
立
場
を
維
持

し
設
立
す
る
に
は
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

り
宮
司
の
手
腕
も
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ち
な
み
に
、「
解
散
」
と
い
う
選
択
肢
も

あ
る
が
、
御
神
体
の
取
扱
い
や
、
清
算
を
必

要
と
す
る
た
め
煩
雑
な
手
続
き
と
費
用
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
神

社
本
庁
は
余
程
特
殊
な
場
合
で
も
な
い
限
り

承
認
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
に

神
社
本
庁
は
、
御
神
体
の
取
扱
い
や
、
手
続

き
の
問
題
も
含
め
、
不
活
動
神
社
対
策
と
し

て
「
吸
収
合
併
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

近
年
、
岡
山
県
内
に
於
い
て
合
併
を
行
っ

た
神
社
を
調
査
す
る
と
、
合
併
理
由
は
、
概

ね
氏
子
離
散
に
起
因
し
て
い
る
。
ま
た
、
合

併
の
形
態
は
全
て
吸
収
合
併
で
あ
っ
た
。
や

は
り
、
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
た
神
社
に

は
、
吸
収
合
併
が
有
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
実
際
に
吸
収
合
併
を
行
っ
た
神
社

の
実
例
を
三
件
紹
介
す
る
。

《
そ
の
一
》

　

氏
子
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
残
り
僅

か
と
な
っ
た
山
中
の
神
社
は
、
数
年
前
か
ら

祭
祀
が
休
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
殿
の
老

朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
っ
た
た

め
、
本
殿
の
み
改
築
し
て
残
り
は
全
て
解
体

し
た
。
現
状
の
ま
ま
だ
と
不
活
動
神
社
に
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
宮
司
か
ら
氏
子
へ
合

併
す
る
こ
と
を
奨
め
た
。
宮
司
が
同
じ
受
け

入
れ
先
の
神
社
は
、
完
全
な
二
重
氏
子
で
は

な
か
っ
た
が
、
歴
史
的
背
景
か
ら
受
け
入
れ

を
承
諾
し
た
。
こ
の
先
、
氏
子
数
は
増
え
る

見
込
み
は
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
状
態
を
維

持
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

《
そ
の
二
》

　

倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
山
頂
の
神
社
は
、

高
齢
化
と
立
地
条
件
が
障
害
と
な
り
修
理
を

断
念
し
た
。
二
重
氏
子
の
関
係
か
ら
麓
に
あ

る
神
社
へ
の
吸
収
合
併
と
な
っ
た
。
本
殿
へ

の
合
祀
だ
と
神
社
が
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
境
内
神
社
を
創
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

や
は
り
氏
子
に
は
神
社
名
や
、
神
社
そ
の

も
の
が
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
に
抵
抗
が

あ
っ
た
。
た
と
え
合
祀
し
て
も
何
と
か
神
社

の
存
在
を
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

最
善
の
対
策
と
は
何
か

神
社
合
併
の
実
例

神
社
合
併
は
必
要
か

特  

集
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教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

部
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青　

江　

宏　

之

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

部
長　

青　

江　

宏　

之
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境
内
神
社
の
創
立
に
至
っ
た
。
祭
祀
も
今
ま

で
通
り
存
続
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

《
そ
の
三
》

　

小
規
模
兼
務
神
社
が
三
十
数
社
あ
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
の
県
や
神
社
庁
へ
の
報
告
の
煩

雑
さ
が
理
由
で
あ
る
。
本
務
神
社
に
重
複
氏

子
で
あ
る
兼
務
神
社
二
社
を
吸
収
合
併
し

た
。
宮
司
、
責
任
役
員
が
全
て
同
じ
で
氏
子

か
ら
も
異
議
は
な
く
円
滑
に
進
ん
だ
。
社
殿

も
祭
祀
も
存
続
し
従
来
通
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
合
併
理
由
は
違
っ
た
が
、
特
に
県

北
で
は
氏
子
減
少
が
著
し
く
、年
二
回
（
夏
、

秋
）
行
っ
て
い
た
祭
祀
も
秋
祭
り
一
回
に
な

ら
な
い
か
と
相
談
を
受
け
る
。
ま
た
、
神
輿

の
担
ぎ
手
も
い
な
く
な
り
、
こ
こ
何
年
か
神

幸
祭
も
で
き
て
い
な
い
状
況
は
深
刻
で
あ

る
。今
後
十
社
以
上
の
合
併
を
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
が
、
吸

収
合
併
に
も
二
種
類
あ
り
、「
法
人
格
合
併
」

と
「
移
転
合
併
（
完
全
合
併
）」
が
あ
る
。

　
《
そ
の
一
》
と
《
そ
の
三
》
は
、
法
人
格

合
併
で
あ
る
。
吸
収
さ
れ
た
神
社
の
施
設
や

祭
祀
は
従
来
通
り
と
な
る
。
飛
び
地
に
在
る

境
内
神
社
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
、《
そ
の
二
》
は
、
移
転
合
併
（
完

全
合
併
）
で
あ
る
。
吸
収
さ
れ
た
神
社
の
御

祭
神
は
、
本
殿
か
境
内
神
社
、
ま
た
は
実
例

《
そ
の
二
》
の
よ
う
に
境
内
に
神
社
を
創
立

し
て
移
転
合
併
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
神
社
合
併
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
先
ず
は
神
社
が

存
続
で
き
る
方
法
を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
存
続
の
見
込

み
が
な
い
の
な
ら
「
合
併
」
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
時
、
宮
司
や
責
任
役
員
が
同

じ
な
ら
話
は
早
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
宮
司
が
同
じ
神
社
同
士
で
も
責
任
役
員

が
合
併
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
歴
史
的
な
因
縁
に
よ
り
受
け
入
れ
を
拒

否
す
る
場
合
や
、
人
間
関
係
で
拒
否
を
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
実
際
に
合
併
を
検
討
し
て

直
面
す
る
課
題
に
は
思
い
も
寄
ら
な
い
こ
と

が
出
て
く
る
。
そ
う
な
れ
ば
合
併
手
続
き
に

入
る
前
に
相
当
の
時
間
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
覚
悟
し
て
お
い
た
方
が
良
い
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
責
任

役
員
（
氏
子
）
が
存
在
（
在
住
、
存
命
）
し

て
い
る
間
に
神
社
合
併
を
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
か

す
る
と
、
こ
の
こ
と
が
一
番
重
要
か
も
し
れ

な
い
。
書
類
上
責
任
役
員
が
一
人
で
も
欠
け

て
し
ま
う
と
合
併
は
不
可
能
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
氏
子
減
少
に
よ
っ
て
不
活
動
神
社
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
、
早
い
段
階
か

ら
宮
司
が
氏
子
に
説
明
を
し
て
方
針
を
決
め

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
か
な
か
話

し
づ
ら
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
氏
子
と
共
に

神
社
を
違
う
形
で
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
不
活
動
神
社
の
最
後
の
宮
司
と
し
て
名

を
刻
む
こ
と
は
避
け
た
い
。

　

最
後
に
、「
吸
収
合
併
」
に
つ
い
て
、
手

続
き
の
流
れ
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
役
員

会
で
合
併
の
議
決
後
、
神
社
本
庁
統
理
の
承

認
、
公
告
の
期
間
を
経
て
、
契
約
を
結
び
、

岡
山
県
知
事
（
岡
山
県
総
務
学
事
課
）
の
認

証
後
、
岡
山
地
方
法
務
局
で
合
併
の
登
記
を

し
て
終
了
と
な
る
。

　

個
々
の
事
情
に
よ
り
若
干
の
差
異
も
あ
る

が
、
役
員
会
の
議
決
後
か
ら
法
務
局
で
登
記

を
完
了
す
る
ま
で
全
て
の
所
要
時
間
は
凡
そ

一
年
を
要
す
。
そ
の
間
、
神
社
庁
は
丁
寧
に

手
続
き
の
指
導
支
援
を
行
っ
て
く
れ
る
。
手

続
き
に
若
干
の
煩
雑
さ
が
あ
る
の
は
仕
方
な

い
が
、
そ
れ
よ
り
も
氏
子
全
員
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
何
よ
り
一
番
重
要
で
あ
り
、
最
も

丁
寧
に
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
氏
子
の
心
情
で
合
併
の
選
択
肢
は
大

き
く
左
右
す
る
。
合
併
し
て
も
後
に
な
っ
て

元
に
戻
す
な
ど
問
題
が
起
こ
っ
て
は
な
ら
な

い
。慎
重
な
検
討
と
配
慮
が
必
要
で
、間
違
っ

て
も
強
引
に
進
め
て
は
な
ら
な
い
。
氏
子
と

丁
寧
に
話
し
合
い
を
し
て
合
併
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
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の
手

引
』

※�

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
神
社
関
係
者

ペ
ー
ジ
規
定
・
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
中�

三
三
番
「
神
社
合
併
」
の
中
に
記
載

存
在
す
る
大
き
な
障
害

神
社
合
併
に
向
け
て
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此
の
神
社
は
、
岡
山
市
北
区
西
花
尻
に
あ

り
国
家
の
為
に
つ
く
し
て
殉
じ
た
御
霊
を

祀
っ
て
い
る
。

　

大
東
亜
戦
争
終
戦
に
よ
り
公
祭
慰
霊
の
不

可
を
憂
い
、
吉
備
町
関
係
（
現
岡
山
市
北
区

庭
瀬
、
平
野
、
延

友
、
西
花
尻
、
東

花
尻
、
川
入
、
大

内
田
、
撫
川
、
中

撫
川
、
納
所
）
の

国
家
公
共
の
為
に

つ
く
し
て
殉
じ
た

二
百
九
十
七
柱
の

御
霊
を
慰
め
ん
と
、

川
入
の
八
幡
神
社

境
内
に
「
祖
霊
社
」

を
昭
和
二
十
一
年

に
設
立
し
て
慰
霊

の
礼
典
を
奉
仕
し

て
い
た
。

　

こ
れ
を
吉
備
護

国
神
社
と
改
称
し

て
宗
教
法
人
法
に
よ
る
神

社
と
し
て
独
立
し
、
吉
備

町
関
係
区
域
の
遺
族
を
氏

子
と
し
て
忠
勇
の
士
を
し

の
び
、
後
世
に
慰
霊
と
愛

国
の
精
神
を
伝
え
功
績
を
永
く
顕
彰
せ
ん
と

す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
四
月�

二
十
九
日
に
独
立
を
し
た
。
そ
し
て
、
数
年

ご
と
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

平
成
七
年
八
月
十
九
日
に
は
終
戦
五
十
年

を
記
念
し
て
の「
吉
備
地
区
戦
没
者
追
悼
式
」

が
此
の
地
で
行
わ
れ
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
、

地
区
の
方
々
の
真
心
の
こ
も
っ
た
哀
悼
の
献

花
が
な
さ
れ
、
そ
の
ご
冥
福
を
祈
り
追
悼
の

誠
を
捧
げ
た
。

　

平
成
八
年
三
月
に
は
、
橋
本
龍
太
郎
総
理

大
臣
の
題
字
に
よ
る
「
吉
備
地
区
戦
没
者
追

悼
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
記
念
行
事
が
催
行

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
数
年
毎
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
あ
る
年
の
手
違
い
に
よ
り
慰
霊

祭
が
行
え
ず
、
そ
れ
以
降
現
在
ま
で
滞
っ
て

い
る
。

　

遺
族
会
は
、
吉
備
護
国
神
社
が
独
立
を
し

た
と
き
に
は
、
氏
子
数
が
二
百
六
十
世
帯
と

吉
備
町
史
に
は
記
載
が
あ
る
が
、
現
在
は
約

地
域
の
護
国
神
社
・
祖
霊
社
を
護
る

吉
備
護
国
神
社　

宮
司　

田　

井　

一　

郎

吉
備
護
国
神
社　

宮
司　

田　

井　

一　

郎

雑木等を伐採した法面

太平洋戦争終戦50年を記念して建立

〜

吉

備

護

国

神

社

〜

特　　集
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三
分
の
一
の
遺
族
で
運
営
を
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
祭
典
は
、
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
が
、
季
節
毎
に
行
わ
れ
る
神
社
の
清
掃
は

続
け
ら
れ
て
い
る
。
神
社
ま
わ
り
の
法
面
の

雑
木
等
伐
採
が
滞
っ
て
い
た
が
、
昨
年
末

か
ら
少
し
ず
つ
伐
採
を
行
い
、
大
き
く
な
ら

な
い
う
ち
に
芽
を
摘
む
よ
う
気
を
配
っ
て
い

る
。

　

現
在
遺
族
会
は
高
齢
に
な
り
、
後
継
者
・

役
員
の
交
代
・
祭
典
の
執
行
等
解
決
す
る
事

項
は
多
々
あ
る
。
遺
族
会
の
方
々
と
話
す
場

を
設
け
て
吉
備
護
国
神
社
存
続
の
取
り
組
み

を
し
て
い
き
た
い
。

日清・日露・支那事変の吉備地区の戦没者を祀る
吉備小学校（耐震補強工事のため）から移設された

に
停
め
て
い
た
自
動
車
に
損
害
が
生
じ
た
場

合
、
土
地
の
所
有
者
は
民
法
第
七
一
七
条
第

二
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
土
地
内
で
発
生
し
た
損
害
に
つ

い
て
は
一
切
責
任
を
負
わ
な
い
旨
が
記
載
さ

れ
た
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

損
害
を
被
っ
た
方
と
の
間
で
こ
の
こ
と
に
関

す
る
合
意
が
あ
っ
た
等
と
判
断
さ
れ
る
可
能

性
は
相
当
低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
然
に
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
、
土
地
の
管
理
の
重
要
性

　

こ
の
よ
う
に
、
看
板
を
設
置
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
記
載
内
容
の
効
力
が
当
然
に
認
め

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
例
え
ば
無
断
駐
車
を
禁
止
す

る
旨
の
記
載
が
さ
れ
た
看
板
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
そ
の
土
地
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
る
結
果
、
無
断
駐
車
を
事
実
上

抑
制
す
る
効
果
は
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
土
地
の
管
理
と
い
う
観
点
上
、
看
板
を

設
置
す
る
こ
と
に
全
く
意
味
が
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

神
社
を
適
切
に
運
営
し
て
い
く
に
当
た
っ

て
は
、
境
内
地
等
の
土
地
の
管
理
を
し
っ
か

り
と
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
管
理

に
関
し
て
お
悩
み
の
場
合
に
は
、
弁
護
士
に

御
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

土
地
の
看
板
の
効
力

―
看
板
が
あ
れ
ば
安
心
？
―

（
相
談
）

　

当
社
の
土
地
に
、
無
断
駐
車
の
場
合
に
は

一
日
当
た
り
金
五
万
円
と
す
る
旨
や
土
地
内

で
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
一
切
責
任
を

負
わ
な
い
旨
を
記
載
し
た
看
板
を
設
置
し
よ

う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
看
板
の
効

力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
回
答
）

一
、�

看
板
に
記
載
す
れ
ば
記
載
し
た
金
額
を

当
然
に
請
求
で
き
る
？

　

他
人
が
所
有
す
る
土
地
に
無
断
で
駐
車
し

た
場
合
、
無
断
駐
車
を
し
た
方
は
、
土
地
の

所
有
者
の
所
有
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
地
の
所
有
者
は
、
無

断
駐
車
を
行
っ
た
方
に
対
し
て
、
不
法
行
為

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
（
民
法
第
七
〇
九�

条
）
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
っ

と
も
、
損
害
額
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
に
つ

い
て
は
、
無
断
駐
車
を
行
っ
た
時
間
、
近
隣

の
駐
車
場
に
お
け
る
駐
車
料
金
等
の
事
情
を

考
慮
し
て
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
看
板
に
記
載
し
た
金
額
が
当

然
に
損
害
額
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
看
板
に
無
断
駐
車
の
場
合
に
は
一

日
当
た
り
金
五
万
円
と
い
う
旨
の
記
載
を
し

て
い
た
と
し
て
も
、
無
断
駐
車
を
行
っ
た
方

と
の
間
で
こ
の
こ
と
に
関
す
る
合
意
が
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
は
相
当
低
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
意
に
基
づ
い
て
そ

の
金
額
を
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
看
板
に
無
断
駐
車
の
場
合
に

は
一
日
当
た
り
金
五
万
円
と
い
う
旨
の
記
載
を

し
て
い
た
と
し
て
も
、
無
断
駐
車
を
行
っ
た
方

に
対
し
て
そ
の
金
額
を
当
然
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
、�

看
板
に
記
載
す
れ
ば
責
任
を
負
わ
な
く

て
済
む
？

　

例
え
ば
土
地
内
の
木
の
管
理
方
法
に
問
題

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
倒
木
し
、
土
地
内

小
林
や
す
ひ
こ
の

神
社
法
律
相
談

　
近
年
、
県
内
神
社
も
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
ケ
ー

ス
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
林
裕

彦
弁
護
士
に
岡
山
県
神
社
庁
の
顧
問
弁
護

士
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
小
林
弁
護
士
に
土
地
の
看
板
の

効
力
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡山県神社庁
顧 問 弁 護 士

小
こ

 林
ばやし

 裕
や す

 彦
ひ こ

岡山市北区弓之町２番15号　弓之町シティセンタービル６階
TEL.086-225-0091　FAX.086-225-0092

小林裕彦法律事務所
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　毎年11月に200人を超える神職・氏子の方にご参加いただいております伊勢神宮新穀

感謝祭の団体参拝につきまして、新型コロナウイルス感染症の影響で現時点では例年

通りの参拝団を募集する目途がたっておりません。

　感染状況を見極めつつ、秋ごろを目途に実施規模を決定する予定としております。

令和３年伊勢神宮新穀感謝祭について令和３年伊勢神宮新穀感謝祭について

　

事
業　

�

神
社
庁
の
会
議
や
事
業
は
、
人
数

に
関
わ
ら
ず
開
催
を
自
粛
し
ま
す
。

　

庁
務
体
制

　
　
　
　
（
業
務
時
間
）

　
　
　
　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
　
　
　
（
出
勤
体
制
）

　
　
　
　

交
代
で
一
日
一
人
が
勤
務

�

（
五
月
十
七
日
）

◯�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

�　

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
を
受
け
て
、
五

月
十
七
日
か
ら
の
庁
務
体
制
を
維
持
す
る

こ
と
を
県
内
神
職
に
書
面
に
て
周
知
。

　

期
間　

六
月
一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

　

事
業　

�

神
社
庁
の
会
議
や
事
業
は
、
人
数

に
関
わ
ら
ず
開
催
を
自
粛
し
ま
す
。

　

庁
務
体
制

　
　
　
　
（
業
務
時
間
）

　
　
　
　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
　
　
　
（
出
勤
体
制
）

　
　
　
　

交
代
で
一
日
一
人
が
勤
務

�

（
六
月
三
日
）

◯
負
担
金
の
減
免

　
�　

協
議
員
会
に
お
い
て
令
和
三
年
度
の
負

担
金
は
、総
額
を
一
割
減
額
す
る
と
共
に
、

禰
宜
以
下
の
職
員
に
俸
給
を
支
出
し
て
い

る
神
社
に
つ
い
て
は
、
神
社
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
被
害
程
度
に
応
じ
て
減
免
対

象
と
す
る
こ
と
を
決
議
。

�
（
六
月
二
十
三
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

岡
山
県
神
社
庁
の
対
応

○�

神
社
施
設
に
お
け
る
換
気
環
境
の
調
査
結
果

　

�　

神
社
本
庁
か
ら
通
知
が
あ
り
、
県
内
神

職
に
書
面
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
て
周
知
。�

（
十
二
月
二
十
三
日
）

○�

年
末
年
始
の
収
入
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力
依
頼

　

�　

神
社
本
庁
か
ら
通
知
が
あ
り
、
県
内
神

職
に
書
面
に
て
協
力
を
依
頼
。

�

（
十
二
月
二
十
三
日
）

○
神
宮
の
参
拝
時
間
の
変
更

　

�　

神
宮
司
庁
か
ら
参
拝
時
間
が
一
月
七
日

か
ら
通
常
の
時
間
に
戻
る
と
通
知
が
あ
り
、

県
内
神
職
に
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
て
周
知
。�

（
十
二
月
二
十
四
日
）

○�

年
末
年
始
の
収
入
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

�　

神
社
本
庁
か
ら
の
依
頼
で
調
査
を
行
っ

た
。
未
回
答
者
へ
早
急
に
回
答
す
る
よ
う

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

�

（
一
月
二
十
七
日
）

○
コ
ロ
ナ
禍
終
息
祈
願
祭

　

�　

人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
の
事
務
局
か
ら
賛
同
団
体
で
あ

る
岡
山
県
神
社
庁
を
始
め
県
内
各
宗
教
団

体
へ
二
月
二
日
一
斉
に
祈
願
祭
を
斎
行
す

る
協
力
依
頼
が
あ
り
、
牧
博
嗣
庁
長
斎
主

の
も
と
神
殿
に
て
斎
行
。（
二
月
一
日
）

○�

収
益
事
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
無
利
子
融
資

　

�　

神
社
本
庁
か
ら
通
知
が
あ
り
、
県
内
神

職
に
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
周

知
。�

（
三
月
十
六
日
）

○�
令
和
三
年
緊
急
事
態
宣
言
へ
の
対
応

　

�　

令
和
三
年
五
月
十
六
日
岡
山
県
に
も
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。
政
府
・
岡

山
県
の
要
請
内
容
を
踏
ま
え
て
十
七
日
以

降
の
岡
山
県
神
社
庁
の
対
応
を
県
内
神
職

に
書
面
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

て
周
知
。
詳
細
は
次
の
通
り
。

　

期
日　

�

五
月
十
七
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で

　

神
社　

�

各
神
社
で
は
、
祭
祀
の
斎
行
に
努

め
、
神
賑
行
事
・
会
合
は
規
模
の

縮
小
や
中
止
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

�

諸
祈
願
を
す
る
と
き
に
は
、
感
染

予
防
策
を
十
分
に
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

閉 庁 の お 知 ら せ 令和３年12月29日～令和４年１月４日（年末年始）
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神

職

任

免

▲

就
任
発
令
の
部
▲

年 

月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

2
・
12
・
4

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜

春
日
神
社

本　

権
禰
宜

田
村　

雅
宏

2
・
12
・
14

倉
敷
市
北
畝

福
田
神
社

本　

権
禰
宜

柚
木　

宣
彦

2
・
12
・
14

岡
山
市
北
区
御
津
河
内

徳
藏
神
社

本　

権
禰
宜

江
見　

和
泰

2
・
12
・
14

岡
山
市
北
区
御
津
吉
尾

八
幡
宮

本　

権
禰
宜

江
見　

郁
美

2
・
12
・
25

勝
田
郡
勝
央
町
黒
坂

八
幡
神
社

本　

宮
司

水
島　

和
彦

2
・
12
・
25

勝
田
郡
勝
央
町
黒
坂

八
幡
神
社

本　

権
禰
宜

水
島　

天
子

3
・
1
・
1

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

宮
司

鈴
木　

宏
志

3
・
1
・
29

和
気
郡
和
気
町
大
田
原

由
加
神
社

本　

権
禰
宜

新
庄　

友
美

3
・
1
・
29

新
見
市
哲
西
町
上
神
代

八
幡
神
社

本　

禰
宜

荒
木　

陽
平

3
・
1
・
29

新
見
市
哲
西
町
上
神
代

八
幡
神
社

本　

権
禰
宜

金
藤　

凌
汰

3
・
2
・
18

瀬
戸
内
市
邑
久
町
北
島

豊
原
北
島
神
社

本　

宮
司

三
谷　

昭
博

3
・
3
・
19

高
梁
市
川
上
町
領
家

惣
社
八
幡
神
社

本　

宮
司

山
本　
　

明

3
・
3
・
30

倉
敷
市
松
島

両
児
神
社

本　

禰
宜

井
上　

翔
平

3
・
3
・
30

倉
敷
市
玉
島
中
央
町

羽
黒
神
社

本　

禰
宜

福
田　

雅
俊

3
・
3
・
30

真
庭
市
下
方

八
幡
神
社

本　

禰
宜

地　
　

輝

3
・
4
・
1

岡
山
市
北
区
上
高
田

皷
神
社

本　

禰
宜

三
宅　

勝
正

3
・
4
・
23

岡
山
市
中
区
祇
園

総
社
宮

本　

権
禰
宜

武
部　

乃
子

3
・
4
・
23

津
山
市
神
戸

作
楽
神
社

本　

宮
司

福
田　

篤
二

3
・
4
・
23

苫
田
郡
鏡
野
町
香
々
美

大
美
彌
神
社

本　

権
禰
宜

林　
　

千
愛

3
・
4
・
23

総
社
市
門
田

丸
山
神
社

本　

宮
司

角
田　
　

律

3
・
5
・
6

岡
山
市
北
区
今

今
村
宮

本　

宮
司

今
村　

倫
子

3
・
5
・
6

岡
山
市
北
区
今

今
村
宮

本　

禰
宜

今
村
久
美
子

3
・
5
・
28

新
見
市
足
立

足
立
神
社

本　

宮
司

石
田　

憲
治

3
・
5
・
28

新
見
市
上
市

國
主
神
社

本　

宮
司

石
田　

智
秀

3
・
6
・
4

玉
野
市
八
浜
町
八
浜

八
幡
宮

本　

宮
司

尾
㟢　

信
重

3
・
6
・
23

津
山
市
瓜
生
原

瓜
生
神
社

本　

宮
司

横
林　

正
晴

▲

退
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

2
・
12
・
24

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田

勝
間
田
神
社

本　

宮
司

水
島　

和
彦

2
・
12
・
31

津
山
市
一
方

佐
良
神
社

本　

宮
司

國
米　

瑞
穂

2
・
12
・
31

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

宮
司

岡
本　

淑
子

2
・
12
・
31

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

禰
宜

鈴
木　

宏
志

2
・
12
・
31

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

権
禰
宜

岡
本　

直
之

2
・
12
・
31

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

権
禰
宜

岡
本　

尚
子

2
・
12
・
31

真
庭
市
木
山

木
山
神
社

本　

権
禰
宜

岡
本　

安
広

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

3
・
1
・
28

新
見
市
哲
西
町
上
神
代

八
幡
神
社

本　

権
禰
宜

荒
木　

陽
平

3
・
2
・
17

岡
山
市
東
区
東
片
岡

八
幡
宮

本　

禰
宜

三
谷　

昭
博

3
・
3
・
9

新
見
市
哲
西
町
矢
田

武
内
神
社

本　

権
禰
宜

内
田　

照
明

3
・
3
・
18

高
梁
市
川
上
町
領
家

惣
社
八
幡
神
社

本　

禰
宜

山
本　
　

明

3
・
3
・
29

倉
敷
市
玉
島
中
央
町

羽
黒
神
社

本　

権
禰
宜

福
田　

紘
子

3
・
3
・
29

倉
敷
市
玉
島
長
尾

長
尾
神
社

本　

禰
宜

福
田　
　

隆

3
・
3
・
31

天
理
市
福
住
町

氷
室
神
社

本　

禰
宜

三
宅　

勝
正

3
・
4
・
22

津
山
市
宮
脇
町

徳
守
神
社

本　

宮
司

福
田　

篤
二

3
・
4
・
22

総
社
市
井
尻
野

井
神
社

本　

宮
司

角
田　
　

律

3
・
5
・
4

美
作
市
入
田

八
幡
神
社

本　

禰
宜

中
野　

和
子

3
・
5
・
5

岡
山
市
北
区
今

今
村
宮

本　

禰
宜

今
村　

倫
子

3
・
5
・
27

新
見
市
上
市

國
主
神
社

本　

宮
司

石
田　

憲
治

3
・
5
・
27

新
見
市
上
市

國
主
神
社

本　

禰
宜

石
田　

智
秀

3
・
6
・
3

玉
野
市
八
浜
町
八
浜

八
幡
宮

本　

禰
宜

尾
㟢　

信
重

3
・
6
・
22

津
山
市
瓜
生
原

瓜
生
神
社

本　

禰
宜

横
林　

正
晴

3
・
6
・
30

倉
敷
市
浅
原

素
盞
嗚
神
社

本　

宮
司

室
山　

武
彦

3
・
6
・
30

倉
敷
市
浅
原

素
盞
嗚
神
社

本　

禰
宜

室
山　

晃
一

3
・
6
・
30

津
山
市
宮
脇
町

徳
守
神
社

本　

禰
宜

牧　
　

宗
司

3
・
6
・
30

津
山
市
宮
脇
町

徳
守
神
社

本　

権
禰
宜

三
星　

陽
山

神

職

帰

幽

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神
社
名

本
務
職

氏
　
名

現
身
分

享
年

2
・
11
・
23

瀬
戸
内
市
邑
久
町
北
島

豊
原
北
島
神
社

本　

宮
司

業
合　

隆
雄

二
級

91

2
・
12
・
12

津
山
市
坪
井
下

鶴
坂
神
社

本　

宮
司

森
原　

荘
之

三
級

80

3
・
3
・
3

岡
山
市
東
区
中
尾

熱
田
八
幡
宮

本　

名
誉
宮
司

三
宅　

利
範

二
級

94

3
・
4
・
2

玉
野
市
八
浜
町
八
浜

八
幡
宮

本　

宮
司

尾
㟢　
　

良

二
級
上

89

3
・
4
・
3

赤
磐
市
石
上

石
上
布
都
魂
神
社

本　

名
誉
宮
司

物
部
忠
三
郎

一
級

92

3
・
4
・
11

高
梁
市
松
原
町
神
原

八
幡
神
社

本　

宮
司

兼
森　

國
廣

二
級
上

86

3
・
4
・
27

真
庭
市
落
合
垂
水

垂
水
神
社

本　

宮
司

築
澤　
　

澄

二
級

86

神
社
庁
辞
令

年 

月 

日

機
　
構
　
名

機
構
役
職

氏
　
名

3
・
4
・
8

神
道
政
治
連
盟
県
本
部

理
事

岡
部　

典
稔

3
・
5
・
7

協
議
員
会

協
議
員
二
号

日
幡　

博
行

3
・
6
・
23

役
員

理
事

粟
井　

睦
夫

3
・
6
・
23

関
係
者
大
会
企
画
委
員
会

委
員

粟
井　

睦
夫
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明
け
て
も
暮
れ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
向
き
合
い
な
が
ら
の
生
活
が
続
い
て
い
る
現
状

で
、
幸
い
に
も
当
広
報
部
会
は
職
掌
柄
特
に
問
題
な

く
活
動
で
き
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
社
頭
で
の
対
応
に
日
々
苦
慮
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は
な
く
、
夏
期

は
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
も
高
く
、
通
常
の
社
務
に
重

ね
様
々
な
危
険
に
対
処
す
る
備
え
を
講
じ
る
こ
と
も

肝
要
で
す
。
神
社
関
係
者
各
位
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
い
た
だ
き
、
健
康
・
神
社
運
営
と
も
に
健
全
に

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
部
会　

副
部
長　

河
本
昌
樹

庁　　務　　日　　誌　　抄庁　　務　　日　　誌　　抄

12月
１日 月次祭

３日 祭祀舞部会

４日 二級辞令伝達式

７日 広報部会

14日 事業部会

17日 雅楽部会

23日 大掃除

24日 庁報封入作業

25日 神青協会報誌発送作業

28日 御用納め

１月
５日 御用始め／新年祭

26日 祭祀舞部会

29日 役員会／身分選考表彰委員会

２月
１日 月次祭／新型コロナウイルス感染症終息祈願祭

４日 神青協広報部会

９日 祭儀部会

12日 神宮奉賛部会

17日 祭祀舞部会

18日 中国地区神社庁連絡会議（ホテルグランヴィア岡山）

19日 女子神発送作業

24日 神青協発送作業

３月
１日 月次祭

３日 広報部会

４日 女子神監査会・役員会

８日 研修企画室

９日 神殿祭習礼／祭祀舞部会

12日 神殿祭

15日 神職教養研修会

19日 二級上・二級辞令伝達式

22日 雅楽部会（いさお会館）

23日 事業部会

24日 神宮奉賛部会／育成部会

25日 特殊神事部会

29日 役員会／身分選考表彰委員会／神青協会議

４月
１日 月次祭

２日 神青協役員会

６日 祭儀部会

７日 教化委員会役員会

８日 神青協総会

９日 神楽部監査会・役員会

13日 祭祀委員役員会

15日 敬婦監査会・役員会

21日 岡山県神社関係者大会（岡山国際ホテル）

22日 事業部会

26日 神青協事業部会

５月
６日 神青協役員会・発送作業

７日 月次祭／特殊神事部会

29日 氏青神青合同オンライン研修会

６月
２日 月次祭

４日 役員会／身分選考表彰委員会

15日 正副庁長会

18日 役員会

23日 定例協議員会

24日 祭祀舞部会／特殊神事部会

29日 神宮奉賛部会

令和２年12月１日～令和３年６月30日

ああ  

とと  

がが  

きき


